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遠方を照射することが可能になるレーザーヘッドライトの開発が進んでいる。既存の白色 LED

では遠方を明るくするには限界があり、指向性の高い LD 励起の白色照明が期待されている。し

かし LD を用いて遠方を明るく照射しようとすると蛍光体が局所的に温度上昇してクラックが発

生、又は蛍光体の温度上昇に伴い蛍光パワーの低下などの問題があった。そこで新たな LD 励起

白色光源用の蛍光体として Ce:YAG/Al2O3 Melt Growth Composite (MGC)の開発が進んでいる。

MGC は耐熱構造材料として開発されていており高温での強度が高いのは知られている。MGC は

Bridgman 法[1]、PD 法[2]、Czochralski 法[3]などの方法で育成が行われている。 

Ce:YAG/Al2O3 MGC をPD 法と CZ 法で作成した。作成には Ir と Mo、W ルツボを用いた。

PD 法は 5mm  角棒のほかに 500m のワイヤー、5mm 幅で厚さ 1mm の板の作成を行った。

Mo、W るつぼを用いた CZ 法ではサファイアと Ce:YAG 単結晶の育成に用いた、カーボンサセプ

ター方式の高周波誘導加熱、及び抵抗加熱を利用した。[4] 

PD法で作成したCe:YAG/Al2O3 MGCの角棒を図１に示す。

シードはサファイアの c 軸で成長速度 3.0mm/min、窒素雰囲

気で作成した。Ce 0.1%ドープの MGC はクラックはなく、

YAG、サファイアの粒径は約 1m であった。Al2O3 は散乱

体及び放熱体として作用し、Ce：YAG 単結晶より高出力で、

市販のセラミックス焼結体がLD励起出力 2W以下で劣化する

のに対して 3W 以上でも劣化がなかった。また高温で使用で

きることが判った。次にCZで作成したMGCを図2に示す。

その他の結晶成長と評価については当日発表する。 
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図 1 PD 法で育成した Ce:YAG/Al2O3 MGC 

図 2 CZ 法で育成した Ce:YAG/Al2O3 MGC 
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